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鉄研合宿     香川 

稲城恵之 

8 月 1 日から 8 月２日の二日間鉄研合宿で香川に行きました 

1 日目は琴電志度線と長尾線に乗りました。みんなは琴電フリー切符（1,230 円） 

を買っていましたがチャージした方が安かったので買いませんでした。（琴電琴

平線を使うならお得です。） 

琴電には昔、京急と京王で走っていた車両が譲渡されているので大井川鐵道の

ように昔の車両が見れます。 

２日目は JR 四国に乗りました。琴電を貸し切る予定でしたが中止になったので 

駅での自由時間が長くなりたくさん JR 四国の特急や貨物列車などが撮れました。 

高松城散策もしました。堀に真鯛が泳いでいて可愛かったです。 

本場の讃岐うどんはコシがあり、これはゆでているのか、と思うほど麺が硬かっ

たです。 

僕は清風の鉄道研究部に入って特に楽しみにしていたのが夏合宿でした。合宿

にいけて嬉しかったです。 

下の写真→5000 系マリンライナー 

 



2019年四国鉄道合宿 久保徹平          

1日目 高松琴平電鉄 

8 月 1 日この日は新大阪から高松まで行き、そこから班別行動でし

た。僕は、1 年生なので、佐藤先生と一緒に高松琴平電鉄に乗ることに

なりました。まず、新大阪駅の新幹線ホームに入って驚いたのが、ホー

ムに今とても数を減らしている 700 系の 0 番台を見れたことです。 

個人的には行き先方向幕が付いている新幹線を見たことがなく、嬉し

かったです。岡山についた一行は、うずしお 13 号高松行きに乗りまし

た。岡山では、115 系、117 系、キハ 40 系、381 系などが見られ、一

時車内がうるさくなりました。瀬戸大橋に差し掛かると、大海原の中に

浮かぶ島がとてもきれいでした。高松駅到着直前に車庫が見えてきま

した。サンライズ瀬戸が止まっていました。ここから琴電の志度線、長

尾線に乗りました。元京急の車両が 60 周年で昔の塗装に戻されていま

した。 

２日目 JR四国 

 二日目、まず高松駅でお土産購入…の時間でしたが、ホームに営業を

始めていない 2700 系が止まっていて、急いで撮りに行きました。                 

まず丸亀まで行き饂飩を食べに行きました。丸亀の

自由時間で 6000 系をとることができました。続いて多度津に行きまし

た。8600 系や 2000 系が見れました。余談ですが、この駅の接近音瀬

戸の花嫁がとても好きになりました。続いて坂出に行きました。電光掲

示板に貨物通過の表示があり、EF65 をみれました。帰りはマリンライ

ナーに乗りました。今回、初めて四国に行ったので車両をよく知りませ

んでしたがとても楽しかったです。 



                               山田紘輝 

 

一日目の集合時間は、9 時 40 分だったが、おおさか東線の時間の都合上 9 時過

ぎに集合場所の新大阪駅に行くことになった。 

でも、ほとんどの人が集合場所にいて、それから 9 時 40 分までずっと友達と喋

っていた。全員が 9 時 40 分までに集合して、予定通り鉄道研究部の合宿が始ま

った。まず、Ñ700 系新幹線のぞみ 11 号で岡山駅へ。それから Ñ2000 系と 2000

系の混結編成で高松駅に向かった。 

高松に着いてからは自由行動が始まった。僕達中学一年はことでん高松築港駅に

向かった。まずは、琴電志度駅に行くために瓦町駅まで京急色の電車に乗り、瓦

町駅からの志度線では元名古屋市営地下鉄の車両に乗った 

その後は,折り返して瓦町駅に戻り、長尾線に乗車。海が見える志度線とは違い、

田園風景が続いた。長尾駅に到着し、周辺散策。でも、小さいロータリーしか無

かった。そのあとは、片原町駅で撮影。良い写真が撮れました。 

2 日目は、高松駅にて撮影。そこで製造中止となった 2600 系を撮影。それから

丸亀駅に移動し、うどんを食べ、午後は多度津駅と坂出駅で撮影して、鉄道研究

部の合宿は終了しました。 

 



四国の鉄道めぐり                         松本直迪 

 

８月１日、２日と鉄道研究会の合宿に行きました。まず僕は集合場所の新大阪駅

の新幹線南口に向かおうとしましたが、場所が分からず、駅員に聞こうと思っていたら、

友人とばったり出会い、二人で新幹線南口に行きました。そして新幹線に乗ったのです

が、僕だけ一般客の隣になってしまい、とても寂しい思いをしました。 

岡山駅で下車し、特急うずしお１３号徳島行に乗車しました。岡山駅に停車中の

間にお弁当を食べたのですが、食事中に、国鉄型の１１３系や、１１５系、３８１

系やくもなどが来て、なかなか食事が進みませんでした。 

ようやく列車が動き出して 3０分ほどしたら、瀬戸大橋に差し掛かりました。瀬戸大

橋から見える景色はとても綺麗で美しかったです。また宇田津駅で南風７号との切り

離しを見られてとても良かったです。 

高松駅到着後、琴平電鉄に乗りました。琴電では京急１０００形や、７００形な

どの旧型電車に乗ることができました。しかし、撮影途中でカメラのバッテリーが切れて

しまい、思うように撮影出来ず、今度から家でしっかり準備しようと思いました。 

琴電を乗り終え、夕食を先輩方と一緒に食べ、とても楽しい時間を過ごしました。 

２日目、朝食後ホテルをチェックアウトをすると、琴電で高松築港駅まで行き、高松

城跡を皆で散策しました。その後 JR高松駅に行き、７２００系で丸亀駅に行き、丸

亀駅付近にあるうどん屋で丸亀うどんを食べました。その後、多度津駅で撮影をし、マリ

ンライナーで高松駅に行き、再びマリンライナーに乗り換えて岡山駅まで移動し、新幹

線に乗りました。復路は友人の隣の席になれてとても嬉しかったです。そして新大阪で

解散し、自宅に帰りました。初めての合宿で良い思い出が作れました。

 高松駅にて  



初めての合宿 

森岡 雅史 

 

今回の合宿は初めての合宿でとても楽しみでした。 

なぜ楽しみだったかというと、今までグループとかで旅行に行ったことがなったことと、 

四国の旅行にあまり行ったことがなかったからです。 

今回の合宿一泊二日のお泊まり旅行で、一年生は顧問の先生と一緒に行動しました。 

 

一日目の行動 

一日目は、まず新大阪駅から新幹線の「のぞみ１１号」で岡山駅に行きました。そして、岡山駅か

ら「うずしお１３号」で香川県の高松駅まで行きました。 

それから、琴電にのりました。琴電には、志度線、長尾線、琴平線の三つの路線があり今回は志度

線と長尾線に乗りました。 

まず、志度線に乗りました。志度線では最終駅の琴電志度駅まで乗りました。志度駅で少し探索し

て、琴電の写真を撮ったりしました。 

次に長尾線に乗って長尾駅まで行きました。長尾駅に行く途中で珍しかったのが、“おーいお茶バ

ージョン”の琴電を見たことです。 

 

二日目の行動 

二日目は、だんだん合宿にも慣れてきて、一日目よりも、楽しみになってきました。 

まず、玉藻公園に行きました。玉藻公園では城跡の石垣の上に登ったりして玉藻公園を探策まし

た。 

次に、香川名物のうどんを食べるために JR を使って、高松駅から丸亀駅に行きました。僕たち

がうどんを食べたお店は駅から少し歩いた所で、麺がとてももちもちしていて美味しかったで

す。うどんを食べた後は、高松駅に戻りました。高松駅に戻る途中でいろいろな駅で降りて撮っ

た写真の中で一番良かった写真はこれです。 

 

僕はこの二日間で友達との友情を深めることもできたし、四国のいろいろな鉄道も見ることがで

きたので、とても良かったと思います。 



1 日目は、ことでんに乗りました。高松築港駅から瓦町駅まで行

き、志度線に乗り換えて、終点の琴電志度まで乗りました。琴電

志度駅の周囲を探検してから、また志度線に乗って、瓦町駅に行

きました。 

瓦町駅から次は長尾線に乗りました。長尾駅の近くには、手動踏

切がありました。僕は手動踏切を見たことがありませんでした。

琴電志度駅と同じように長尾駅の周囲を探検してから長尾線に

乗って高松築港駅に向かいました。 

高松築港駅から 1 つ手前の駅、片原町駅で下り、ホテルに行きま

した。 

ホテルは、ビジネスホテルでとても綺麗でした。 

2 日目は、片原町駅から高松築港駅まで行き、高松築港駅から徒

歩で約２，３分にある JR 高松駅に行きました。JR 高松駅から JR

丸亀駅まで行きました。丸亀ではお昼ご飯に、うどん屋「つづみ」

に行き僕は、ぶっかけうどんを食べました。本場のうどんは、と

ても美味しかったです。 

 

 

 

                       蔵所 怜 

 



8月 1日 

昼から地下鉄の御堂筋線を経由して新大阪駅の集合場所に向かいました。楽しみにしていたイ

ベントがこれから始まるんやなと思うと気持ちが収まらないです。 

待ち合わせをしていると時間が過ぎていくと共に仲間や先輩たちが増えていって新幹線に乗り

込める状態になってから、乗り込みました。人生で新幹線に乗ったのはこれで二回目なのでワク

ワクしながら新大阪駅から岡山駅まで山陽新幹線で向かいました。 

あっという間に着いたので物足りなかった気持ちもありましたが高松駅に向かう瀬戸大橋線の

列車に乗ってこの時出発までに弁当を食べることになったのですが弁当を忘れてきたことが恥ず

かしかったです。 

出発して瀬戸大橋を渡り始めると視界が窓越しに瀬戸内海が広がりました。海は好きじゃない

ので何とも言えないですが波が穏やかで綺麗でした。 

高松駅に着いてカメラがないことに気が付いて列車内を探したのですがなかったです。集合し

てグループごとに分かれて、高松築港駅で一日乗車券を購入しました。そこから琴電の志度線で

電車に揺られて終点の琴電志度駅に着きました。降りたらＪＲの高徳線の志度駅まで行き、平賀

源内記念館に行くか、決めましたが多数決で行かないことになりました。結局、高松駅まで戻っ

て事前に問い合わせしていたカメラを受け取りに行きました。 

この後は琴電に乗って片原橋駅まで行き、オークラホテル高松に荷物を自分の部屋に置いて、

グループで夕食を食べに飲食店に行きました。僕はエビカレーを頼みました。しかし、来たのは

エビ「フライ」カレーでした。揚げ物は嫌いので衣を取って食べました。サラダ付きなので美味

しかったです。 

代金を払ってホテルに戻って各自部屋に戻りました。部屋の中を見た感じエアコン設備らしき

ものがないと思い込み、そのまま寝ようとしても暑苦しくて寝られませんでした。暑苦しい中で

部屋の設備の説明を読んでいると風量調整があると分かってすぐに付けました。最終的に寝れた

のは三時でした。 

 

8月 2日 

朝起きてすぐに準備して鍵と添えつけられた朝食券を使って朝食を取りました。またグループ

に分かれて高松城に行って炎天下の中で観覧したので暑かったです。感想はなかったです。 

ＪＲで丸亀駅に行って定番のうどんで昼食を取りました。熱くて、分厚いうどんでしたがダシ

が効いていて美味しかったです。 

高松駅で先輩たちと待ち合わせしている間、入場券を購入し停まっている列車を沢山撮りまし

た。中にはデビュー前の列車もあって撮れて良かったです。 

先輩たちと合流し岡山駅まで行き、そこから新幹線に乗り、乗っている間はもう終わりかぁ…

と思いつつ大阪に帰りました。 

この一泊二日は楽しかったので来年も行きたいと思います。 

                              平川 開晟 



高松鉄研旅行 1 日目 

                                                       

山本悠大 

朝新大阪駅にて岡山に向かった。 

７００系が来たが、乗れないので次の Ñ７００系に乗り岡山に向かった。 

岡山から高松に向かったとここでアンパｎ【／アソパソマソ（これだけで皆はしゃい

でいた(笑)）列車８０００系が来た 

ここでカメラをなくした人がいた（あちゃー）僕も気を引き締めないとと思った 

琴電の 1 日フリーきっぷを買った 

岡山から南風うずしおに乗り高松に行きそこからは琴電の京急塗装車（嬉）でまずは

瓦町駅に向かいそこから志度線に乗り琴電志度に向かった 

この駅ではｊｒ志度に行って帰って来た。 

そして戻ってきたは瓦町駅（決して河原町ではない）ここから長尾線に乗り長尾駅に

向かった 

ここでは近くの第 4 種踏切を見て瓦町駅に戻ってきた 

ここで無くしたカメラが出て来たそうなので 1 度ｊｒ高松駅に向かったとさめでたし

めでたし。                  そして今回のお宿 大蔵ホテルに

向かった 

そして晩御飯を商店街で食べることになったがなかなか決めない先輩のおかげ(笑)で

商店街のはしまであるき（１ｋｍぐらいだった）遂に豚カツ屋さんでご飯を食べた

（まことにおいしゅうござんした）そして部屋にもどったが夜遅く先輩方が動き回っ

てた（らしい） 

ということでおやすみなさい 

2 日目 

ということで 2 日目です今日はｊｒざんまいです（喜） 

まずは高松駅に向かいました 

ここから丸亀駅に向かったここで昼ご飯のうどんでござんす 

これがうまい と駅に戻った時帽子を忘れたときずき取りに戻った（ごめんなさい）

この後６０００系の試運転が来た（２０００型 3 両も来た） 

多度津駅にきましたここでゆっくり写真をとり（８０００系や８６００系や７２００

系やキハ１８５系や１０００型やらをみているとキハ４0 を発見した）高松に戻った

ここでお土産購入です 

そして遂に高松を出ましたマリンライナーに乗り岡山にそのまま新幹線にて新大阪駅

到着 

帰りにｊｒ吹田総合車両所を電車のなかから見ると変電所キラー4 両がいました 

 



    夏の合宿記録      

                 菊谷奏太 

 

 今年の夏の合宿は、香川県に行ってきました。集合時刻は 9時 30分

頃でした。そして、皆が集合したら新幹線に乗って岡山駅に行き、そこ

から特急うずしお 13号に乗って高松駅まで行きました。その後班に分

かれ僕は 2 班になり班別行動で讃岐塩屋駅まで行きました。その場所

で 7200 系や 2000 系などを撮影しました。この時、もうすぐ廃車にな

る 2000系を撮れてよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

               2000系 

 

そして、次に讃岐府中駅に行きました。そこでも撮影が出来ると思って

いましたが、どうやら撮影スポットに問題があって撮影が困難だと分

かり、その地域ではいい写真があまり撮れませんでした。少し悔しかっ

たです。 

 僕は、この合宿を通じて先輩達の温もりを感じる事が出来ました。こ

れからは、先輩達の温もりを胸に後輩達に接していければいいなと思

いました。 



上田裕規 

僕は８月１日と２日に合宿に行きました。あまり四国の電車には興味がありません

でしたが、１８５系を撮れたらいいなぁと思いました。まず、讃岐塩屋駅に撮影に

行きましたが、ここではあまり上手く写真を撮ることができませんでした。そして、

その次に行った讃岐府中駅では撮影場所に戸惑いましたが、なんとかいい写真を撮

ることができました。そして二日目に乗った琴電の車輌はすごく魅力的でした。そ

して琴電に乗って春日川駅から歩いた所で撮ったいい写真が撮れて１８５系を撮

ることができたのでよかったです。帰りにもともと京急で走っていた車両に乗るこ

とができてラッキーでした。 

 最後に僕が行かないような四国が合宿だったことは良かったと思います。 

 



鉄道研究部 夏の合宿 

平井翔太 

 

僕達清風学園の鉄道研究部は、１泊２日で四国へ行きました。 

諸事情により書くことのできるページ数が限られているため、２日目の様

子をまとめようと思います。 

 

８月２日 

この日は朝から班に分かれてそれぞれ撮影等をしていました。 

僕の班は午前中、琴電という香川県内を走る鉄道の撮影をしました。 

午後からは、ＪＲ四国の予讃線を撮影しました。 

 

２０１９．８．２  第３０７９列車ＥＦ６５型２０６３号機牽引 

予讃線 讃岐塩屋～丸亀間にて撮影 

この他にも、快速サンポートや、特急しおかぜなどを撮りましたがここで

は割愛させていただきます。 

このあとは、集合場所の高松駅に戻り、快速マリンライナーで岡山まで行

き、新幹線で新大阪まで帰りました。 

まとめ 

１日目２日目とも暑くておかしくなりそうでした・・・ 

しかし、撮ったことがない車両をたくさん撮れたので、この合宿はとても

楽しいものとなりました。 



        2019 年度鉄道研究部夏合宿レポート 

                                  谷田 陸 

１日目 

 

今回の鉄研合宿の行き先は四国なので、新大阪駅に集合した後、山陽新幹線で岡山へ移

動し、瀬戸大橋線・予讃線で高松へ行きました。 

その後は高松近郊を走る高松琴平電気鉄道（琴電）に乗って撮影に行きました。 

この１日目は琴電の中でも長尾線と志度線を中心に撮影しました。 

元名市交車や元京急車など数々の中古車を見て、乗って、撮影できてよかったです。 

 

 

 

2 日目 

この日も午前中は琴電を撮影しましたが前日とは異なり２日目は琴平線を撮影しまし

た。 

元京急車の 1080 形の京急色の復刻塗装や 2020 年度以降の引退が発表されているレト

ロ電車などを撮影できて非常に撮影しがいがありました。 

午後は JR 四国を撮影しましたが、様々な車両を撮影できてよかったです。 



清風鉄道研究部の合宿に初参加 

今年初めて、清風鉄研の合宿に参加したので、その様子を記す。 

 

 今回の合宿では、5 つほど撮影地を回ったが、ページが一枚しか書けな

い＆写真は一枚までと言うことなので、一番上手く撮れた撮影場所のみの

記述になる。（本当は旅の全貌を書き記したかったところだが、参加人数が

多かったのでしかたない。） 

 この撮影地には、二日目に行った。 

琴電と言えば黄色い電車というイメージだ。（写真に写っている電車が赤

色と言うことは突っ込んではいけない。）ここにはいい感じのひまわりが

咲いていたので、ひまわりと京急リバイバル塗装を絡めて撮った。 

 

～ありがとうございました～ 



夏合宿 in 四国        

藤間大器 

今年の鉄道研究部の夏合宿は、8 月 1 日～8 月 2 日にかけて四国に行き

ました！僕の班は主に琴電の撮影をしました。琴電には志度線、長尾線、

琴平線の３つの路線がありますが、1 日目は志度線と長尾線、２日目は琴

平線、といった日程で、2 日間かけて３つの路線全てを撮影しました！ど

の路線の沿線の景色もすごく綺麗で、まさに「地方の鉄道」という雰囲気

が漂っている鉄道会社だな、と感じました。特に長尾線は線路のすぐそば

でも草がたくさん生えていて、普段あまりそのような光景を見ない僕にと

っては、とても新鮮な光景でした。他にも琴平線ではすでに廃車が決まっ

ているレトロ電車も撮影できました！撮れるとは思っていなかっただけ

に、撮影できて嬉しかったです！また、少し話が変わりますが、2 日目の

昼食ではうどんを食べました。さすがは香川県のうどん！「讃岐うどん」

として有名なだけあって、とても美味しかったです！次四国に来た時も食

べたい、そう思える美味しさでした。うどんを味わえたのも、一種の収穫

ですね。  

琴電の他、JR もちょっとだけですが、撮影できました。たった 2 日間の

合宿でしたが、すごく充実したいい合宿だったと思います！  

最後になりますが、この合宿を計画してくださった先生方、そして合宿の

参加に合意してくれた両親に、感謝の意を表したいと思います。  

←長尾線の写真の中でも特に

お気に入りの一枚。  



「 ８月１日 ＧＯ ＴＯ 香川 」 

                                平 裕輔 

僕たち鉄道研究部のメンバーは、８月１日、１泊２日の合宿に出かけた。 

行き先は香川。 

JR四国と琴電を撮影するのが狙いだ。 

10時 30分に、僕たちは新幹線のぞみと特急うずしおを乗り継いで高松駅に来た。 

が...暑い。暑すぎる。 

てっきり暑いのは都心だけだと思っていた僕が馬鹿だった。 

常に灼熱の太陽はサンサンと僕の身体に日光を浴びせてくる。 

そんな中、僕たちは３つの班に分かれた。 

僕の班は撮影兼観光の班だ。 

そちらの方が、体力を使わないで済むからである。 

 

僕たちは３０分ほどかけて撮影地へ向かった。 

撮影地では、予讃線７２００系は勿論のこと、マリンライナーや南風も来た。 

ちなみに、僕は南風を２度撮り損ねた。 

 

 
 

翌日は、琴電に乗って温泉に行った。 

露天風呂、天国だった...。 

その後、高松駅からマリンライナーと新幹線のぞみを乗り継いで、新大阪に帰って 

きた。 

 

琴電に乗れて嬉しかったが、ただただ暑かった...。 

帰路は、温泉の入浴券で切符でもある“うちわ”が必須だった事は言うまでもない。 



夏合宿 2019  

                                           畑 輝幸  

  

僕は、鉄道研究部の合宿で、四国に行った。まず、N700系のぞみに乗って

岡山へ行き、そこから特急うずしおに乗り換えて高松に向かった。そこか

ら自由行動で琴電を中心に乗り、写真撮影をした。炎天下の中での撮影は

しんどいが、結構良い写真が撮れた。  

 

  

２日目も午前中は琴電、午後は JRを中心に撮影をした。そして、帰りは岡

山まではマリンライナーで帰った。関西でよく見る２２３系なので親しみ

があった。岡山からは、「さくら」新大阪行で帰った。  



後藤丈慶 

僕は、今年の 8 月 1 日から２日まで、鉄道研究部の合宿に行きました。 

今回の行き先は、四国地方でしたが、僕はあまり四国地方に行かないので、

とてもわくわくしました。まず、瀬戸大橋を通ったときに、とても雄大な 

景色が見えました。残念ながら、良い写真を撮ることはできなかったので

すが、それでも、一生に何度かしか見られないものを見ることが出来て、 

とても良かったな、と思いました。そのあと、現地に着いてから、みんな

が 3 つのグループに分かれて、それぞれ別行動をとることになりました。 

僕たちのグループは、線路沿いなどの撮影スポットに行き、様々な写真を 

撮りました。僕の地元である大阪とは違うのどかな雰囲気や、滅多に見な

い鉄道などを写真に収めることが出来て、とても良かったです。その一方

で、とても暑い中の撮影だったので,1 日目の夜に、ホテルでお風呂に入る

ときに、着ていた服の背中を見て、とても驚きました。その服の背中に、 

すごい量の塩が浮き出ていたのです。こんなに汗をかくまでやったのか、 

と思いました。ちなみに、他の子達の背中でも、同じようなことが起こっ

ていました。そんなこともたくさんありましたが、それでも、こうして思

い返してみれば、とても楽しい思い出として残る旅行でした。皆さんもぜ

ひ 、 ど こ か に 出 か け て み て は い か が で し ょ う か 。

 



カメラ忘れた鉄研合宿    宮本 恵慈 
 カメラ忘れた鉄研合宿 宮本 恵慈 

「第一こだま」をご覧の皆様、はじめまして。 

今年度の中学部長を務めさせていただいております、宮本です。 

例年であれば、ここでご挨拶と前置きという形を取らせていただいている

のですが、今年は中学１年生の参加ということもあり人数の関係であまり

多く書くことができないので早速ですが本題へ移らせていただきます。(書

きたいことはたくさんあるのですが…) 

さて、今年度の鉄研合宿ですが我々一行は四国へと行って参りました。そ

の様子を私目線でお話しできればと思います。 

 

旅の始まりは新大阪駅からです。新幹線で岡山へ向かいます。岡山へは 50

分程で到着します。ディーゼルエンジンの排気の臭いがしてきたと思えば、

これから乗車する特急南風が既に停車していました。乗車後しばらくして

列車は瀬戸大橋を渡ります。すると、そこはもう四国です。我々の気持ち

が最高潮となったとき列車は高松駅へと滑り込みました。高松駅からは待

ちに待った班別行動です。各班で考えた撮影スポットへ向かいます。 

しかし、ここで私は世紀に一度の大失態を犯したことに気が付きます。 

１番大切なアレです。そうです、カメラを持っていかなかったのです。 

そんなわけで、走り去る列車とそれを撮るみんなを見続けることとなった

２日間。乗り鉄である私の範疇になかった、カメラの重要性に気付かされ

ました。反省を活かして来年度の合宿にはカメラを持っていきます。次の

第一こだまを楽しみにしていてください。(笑) 

前項のこともあり、私の脳裏に色濃く残った思い出は、まさかのうどんで

す。(本当になにをしに行ったのだか)讃岐うどんは安くて美味しいですよ

ね。旅行の楽しみは各地のご当地グルメを食べることだと私は思っていま

す。(個人の意見です)もちろん鉄道を使った移動が、なによりも好きです

が。 

ここまで私のくだらないレポートに付き合ってくださった皆様、ありがと

うございました。他の部員が書いた鉄研らしいレポートにも目を通してい

ただければ幸いです。 

それでは、また来年お会いしましょう。さようなら～。 



鉄研合宿 
竹下 大翔 

 

 今回の合宿は、一泊二日で四国に行きました。行きの新幹線の中で、人数を二班に分け、別々

に行動しました。 

１日目、僕の班はまず、予讃線の丸亀駅‐讃岐塩屋駅の間にある撮影地に行きました。現地に

着き、撮影を開始したものの、非常に暑く、上手く撮れませんでした（笑）。続いて、讃岐府中駅

の近くにあるという撮影地に行きましたが、見つからず、さすがに暑すぎたので、結局日陰のあ

る場所から列車を撮影しました。 

２日目は、高徳線と、琴平電鉄を撮りに行きました。高徳線では、本数は少ないものの、案外た

くさん撮れたので良かったです。琴平電鉄では、近くに雑草が生えていたので、絡めて撮ろうと

するも失敗（笑）。けれども、高松に戻る際に乗った車両が、京急のラッピング車だったので良か

ったです。 

 今回の合宿は、非常に暑かったのですが、様々な車両を見ることができ、先輩や、同級生とも

たくさん話すことができ、体調不良になった人もいなかったので、とても良い合宿になったと思

います。 

最後になりますが、今回の合宿に行かせてくれた両親と、合宿を計画してくださった顧問の先

生方と先輩方に感謝します。ありがとうございました。 



2019.8.26 

《  鉄 道 研 究 部 合 宿 レ ポ ー ト  》       

湯川 怜音 

    ・8 月 1 日から 2 日にかけて、香川県を走る鉄道を撮ることをテーマに合宿 

   に参加し、1 日目は琴平電鉄を撮ってきました。天候はとても良かったです 

がとても蒸し暑く、熱中症になりそうな暑さでした。 

 

  ・日常見ている京阪神の風景とは違い、どの風景も目新しく感じましたが、 

特に印象に残っているのが、『学園通り』という駅近の通りです。一面が 

田んぼで、背景に白山がある絶景スポットでそこを電車が通っていました。 

 

  ・1 日目の昼食はうどんを食べました。大阪では通常、一杯分の麺の量は 

１玉分程度ですが、ここでは倍ほど入っており、味も美味しくとても満足 

しました。 

 

  ・2 日目は仏生山駅で撮りました。偶然ですが、レトロ３車両が並ぶ場面に 

   遭遇しました。とても感動しました。 

 

  ・下の写真は今年 60 周年を迎えた京急電鉄のラッピングがされている車両 

だそうです。香川で東京を走る車両に出くわすのは不思議な感じがしました。 

   

  ・今回、初めて合宿に参加しました。香川には親戚が住んでおり、毎年夏休に 

行っていますが、今回通ったところは初めてです。皆と鉄道の話で盛り上がり 

とても充実し楽しかったです。 

（8 月 10 日から 3 日間、また親戚の住んでいる香川に行きました。） 

 

                                  以  上 



合宿のおもひで 

私は 6 ヶ年でありながら鉄道研究部に所属していなかった。 

部員との付き合いも面倒くさそうな上に土曜日が潰れるのが嫌なのが心

にかかり、入部の意欲が下がりタイミングを逃していた。 

そんな時に部員の杉本から「今年の夏合宿は琴電のレトロ車両を貸し切

る」と聞いた。当時、私は琴電に興味があったのでこれはチャンスだと

思い期限ギリギリに入部届けを押し渡した。 

当日、琴電を撮影する藤井班に参加した。 

今までは田舎をレトロな車両走るという位のイメージであったが本当に

そのままだった。1 日目は長尾線の撮影だった。 

西讃によくある讃岐富士のような山の麓を 2 両の列車が走る。 

車両自体は大したことないのだが景色がとても趣深かった。このような

自然が豊かな風景を撮り続けると感性が豊かになる気がした。誰もが目

を惹く写真を撮りたいものだ。 

2 日目は高松築港周辺を撮影した。この辺りは高松城があり下町風景が広

がっている。その風景とレトロ車両を絡めて古めかしく撮るのが良いの

だ。特に京急とコラボにより、復刻塗装された車両を撮りたいのだ。運

用も把握しておらず運任せだったが遂に撮影できた。 

私は編成写真ばかり撮っていたが今回の合宿でスナップがスナップが上

手くなったように思う。 

また、四国に来た際には感性磨きに訪れようと思う。 



２０１９年鉄道研究部夏合宿 1日目 

１年６か年 D組中山颯輝 

 私は、今年の鉄道研究部夏合宿で四国に行きました。普段は、遠くの方に撮影に行くとい

う事があまりできない為、今回の合宿は私にとって貴重な体験となりました。 

私達はまず新大阪駅に 9 時 40 分に集合し、その後 10 時 5 分発ののぞみ 11 号で岡山へ

向かいました。そして、11 時 5 分発のうずしお 13 号に乗り、お昼ご飯を車内で食べてか

ら、高松に 12 時 3 分に着きました。 

一日目の撮影で一番良かった撮影地は、琴電長尾線白山駅から井戸駅方面に徒歩数分の

所にある撮影地です。ここでは、下の写真のように白山をバックに写真を撮ることが出来ま

す。また、この写真を撮った時空がとても晴れてくれたために、下の写真のようにとても良

い光線状況で写真を撮ることが出来ました。もしまた四国に撮影に行ける機会があったら、

もう一度行ってみたいです。 

  

 



夏合宿 in 四国 
高校 1 年六か年 E 組 藤原 靖之 

 8 月 1 日・2 日に、四国での夏合宿へ行きました。35℃を超える猛暑の

中、2 日間で 4 か所の撮影地を回り、多くの写真を撮ることができました。 

 初日は新大阪から新幹線で岡山へ、そしてマリンライナーで高松に向か

いました。高松から班別行動となり、私たちは讃岐塩屋駅と讃岐府中駅で

撮影を行いました。約 3 時間撮影の撮影で、満足のいく写真を撮ることが

できたので、よかったと思います。 

 2 日目は午前中春日川駅と潟元駅で撮影し、午後は仏生山温泉に行きま

した。また、午後の温泉では 2 日間の疲れを癒すことができました。 

 今年は 1 泊 2 日と短い合宿でしたが、2 日間とても楽しく過ごすことが

できました。いよいよ来年は私たちの最後の夏合宿となります。これから

少しずつ行き先などを考えていきたいと思います。そして最後に、忙しい

中引率をしてくださった顧問の先生、そして高 2 の先輩方に感謝申し上げ

ます。 

 

【潟元駅で撮影した写真】 



夏合宿 in四国 

高１ ６ヵ年 Ｆ組 杉本 大悟 

８月２日 午前中はことでん琴平線、午後はＪＲ予讃線へ。琴平線では運良くことでん１０８０

型を京急時代の塗装に変更した「還暦の赤い電車」や仙生山駅付近ではことでんの一番の目玉と

も言えるレトロ電車も記録することができ、なかなか充実した行程でした。そこから高松や市街地へ

戻り、昼食を食べてから、少しことでんを撮影した後、ＪＲ予讃線へ。ことでんとは違って本線がかな

り少なかったものの、ＥＦ６５牽引の貨物列車を撮影できたので良かったです。関西とは違い、貨

物列車の両数も短いですね。そこから高松駅へ戻り、他の班と合流し、マリンライナーと新幹線を乗り

継いで、大阪への帰路につきました。最後に、この合宿の間、香川県では連日３５℃を超える猛暑

となり、班員一同、熱中症にはとても気を付けなければならない二日間となりました。ですが、誰一人

熱中症や体調を崩すことなく無事帰ってくることができたのは本当に良かったです。お世話になった

方々、ありがとうございました。 

片原町商店街のアーケードを横切る「還暦の赤い電車」 



 2019 年度鉄道研究部四国合宿 
                        高校一年六ヵ年G組28番 前川 寛翔 

 

 2019年8月1日～2日までの一泊二日で四国へ行きました。まず新大阪駅に集合して最初は

のぞみ11号で岡山駅へ向かいました。岡山駅からはしおかぜ13号で高松駅へ向かいました。

高松に着いたら僕たちの班は快速サンポート南風リレー号で讃岐塩屋駅に行って、撮影を始

めました。讃岐塩屋駅から少し歩いたところに撮影地があったので、そこへ向かいました。

そこではしおかぜや南風、快速サンポートを撮影しました。またこの日はアンパンマントロ

ッコも走っており、それも撮影できました。駅で電車を待っていたら、EF65が来て焦ってあ

まりきれいには撮れませんでした。次に讃岐府中駅へ行きました。そこでは撮影地まで少し

迷ってしまい、撮影する時間があんまりありませんでした。しかしそこの撮影地が橋の下だ

ったのでまだ涼しかったです。そして高松駅へ行きました。高松駅では海の見える展望台で

僕たちの班の集合写真を撮りました。そこからホテル向かい、一日目は終わりました。 

 二日目はまず琴電の片原町駅へ向か一駅先の瓦町駅で乗り換えをし、春日川駅へ向かいま

した。駅からJR高徳線の橋まで歩き、そこでJRの撮影をしました。そこではいしずちや普通

電車を撮影しました。そこからまた春日川駅へと戻り、琴電で潟元駅で降りました。そこか

ら近くの川の橋から琴電の撮影をしました。ここでは琴電志度線600系を撮りました。ここ

では個人的にこの合宿の中で一番良い写真が撮れました。次に今橋駅へ行ってうどんバカ一

代というお店で昼食をとりました。関西とは違い大は二玉なので結構お腹いっぱいになりま

した。そこからことでんおんせん乗車入浴券という切符を使い仏生山温泉へ行きました。切

符絵を貰って思ったことは、切符がうちわなのです。とても驚きました。そこから仏生山駅

へ行き温泉に入りました。これまでの撮影での疲れを癒してくれました。温泉から上がって

また駅へと戻り、そこから大阪へと帰るために高松築港駅へ行きました。高松築港駅から高

松駅へ向かい、他の班とも合流して高松16:40発の快速マリンライナー52号で岡山駅へと向

かいました。岡山駅からは18:03発のさくら562号で新大阪駅へと帰りました。 

  



夏合宿レポート 

                    丸田真也 

今年の夏合宿は香川県が舞台です。 

１日目 

集合は新大阪駅。山陽新幹線で岡山駅まで向かいます。やはり新幹線は

早いですね。約 50 分で岡山に到着しました。乗り換えて「特急うずし

お」に乗車し、高松に到着です。今日は JR の撮影に行きます。やはり夏

という事ありとても暑かったです。 

２日目 

この日はことでんメインです。昭和 40 年代に製造された 600 形にゆられ

ながら楽しんで行きます。撮影がひと段落したらお昼ご飯のうどんを食

べに行きます。本場のうどんはコシがあって美味しかったです。ラスト

は仏生山温泉で汗を流しました。日焼け跡が痛いので水風呂しか入れま

せんでした…。「日焼け止めを塗ればよかった」と後悔した合宿でした(苦

笑い)    

 

うちわ形切符 

                   温泉入浴券付き 



 

８月 1日と 2日で四国に合宿に行った。 

今年は例年と違って一泊二日の合宿らしかったが自分にとっては充実した二日間だっ

た。 

一日目は新幹線と特急うずしおで高松に着いた後、自由行動となりまず、讃岐塩屋の

近くの撮影地に行きました。予想以上の炎天下の中での撮影になりました。２０００系南

風や８６００系、７２００系など色々な車両を撮影することができました。その後讃岐府

中駅に移動し、そこで撮影地が分からないという問題が発生し、しかも３８℃という暑

さの中で飲料もないという状況の中仕方なく橋の下で撮影しました。 

二日目も撮影をしました。琴電で春日川駅まで行きそこから歩いて JRの春日川橋梁

で２６００系や、１５００系などを撮影しました。その後、琴電を撮り、有名な讃岐うどん

の店でうどんを食べ、温泉に入りました。 

最後になりますが、この合宿を企画してくれた先生方にはとても感謝しています。 

自分は今年が初参加だったけど、同級生や先輩達のおかげでとても楽しく過ごせまし

た。 

薮 祐人 

鉄研合宿 in 四国 



 

                         松本 健大

これは JR 四国のうずしお（2600 系）です。香川県の木太町駅近くの河川

敷で撮りました。気温 35 度以上の炎天下で日陰のない所でなんとか撮っ

た 1 枚です。あまりに日差しが強いので、黒いカメラが焼けるように熱く

なりました。自分の首も日差しに直接あたっていたので、この後に温泉に

入ったのですが、首がものすごく痛かったです。 

この写真は 2 日目に撮ったのですが、1 日目はもっと大変でした。それ

は晩ごはん探しで、鉄道研究部員全員を 3 つのグループに分けてそれぞれ

別の店でご飯を食べてほしいというお願いが出て食べるところを探した

のですが、シャッターが閉まった店が 3 分の 1 くらいあり、昼ご飯にうど

んをたくさん食べた事もあって、1 時間くらいさまよった後、意見が 2 つ

出ました。1 つはガスト、もう 1 つは地元の小さな定食屋、そして行った

のはガストでは 1 時間迷っていく価値がない、と却下されて定食屋に行き

ました。このような苦労はあったものの、高校で初めて鉄道合宿に行った

ので充実したものになりました。 

          



夏合宿レポート 

 

西本 周平 

 

僕達清風学園鉄道研究部は香川県へ 1 泊 2 日の合宿へ行きました。 

 

一日目 

早朝、新大阪駅へ時間どうり集合し新幹線に乗り一時間程して岡山駅につき特急しおか

ぜに乗り換え高松駅へ到着しました。そこからは各グループ自由行動となり僕らは JR 高徳

線の撮影スポットで撮影しました。あまりいい写真が撮れなかったので来年までに練習し

ときます（笑） 

香川なので電車の本数も少なく全員一本一本逃すまいとなり、電車が来ようものなら血

眼になりました。炎天下の中撮影し重い機材を持ち歩いたのでホテルにつくころにはぐっ

たりでした。そのせいか、めちゃくちゃ肌がやけました。高松まで戻りホテルまであるきま

した、なにげに徒歩の中だと一番しんどい気がしました。夕食を終え就寝するころには疲れ

のせいかぐったりで就寝するころにした。 

 

二日目 

二日目も自由行動となり僕らは琴平電鉄の列車の撮影が主でしたがときどき JR の列車も取

りに行っていました。撮影場所の道が狭かったため車に注意しながらの撮影となりました。

昼になり撮影を一旦 

切り上げて昼食になりました。昼食は香川へ来れば、といくことでうどんになりました。 

かなり有名な店だったらしくかなり並びました。再び琴平電鉄に乗り、ことでんおんせん乗

車入浴券を使い温泉へ入りました。その後高松へ戻り新快速、新幹線へ乗り大阪へ帰りまし

た。 



讃岐遠征記 

 大木 信輝 

 

８月１日 

合宿初日は新大阪に集合し、博多行きののぞみ号に乗車し、岡山へ。 

どうでもいいことだが、僕はこの後車内で食べるはずだった弁当を家に置いてきてしま

った。やらかした。仕方が無いので駅のコンビニで急遽購入。 

岡山からはうずしおに乗車し、高松へ到着。 

今年の旅行は、車庫見学などはなく、終日班別での自由行動だった。 

そのため僕たちの班は、１日目はＪＲ四国を様々なスポットで撮影。 

あまり写真撮影は自信が無いが、普段よりはきれいに撮ることができたと思う。 

 

８０００系 特急しおかぜ 

 

８月２日 

２日目も夕方まで班行動。朝から少しＪＲ四国を撮り、ことでんの撮影に。 

僕は四国へ何度か来たことがあったが、ことでんは初めての乗車。古い車輌が好きな 

僕は、朝からわくわくしていた。 

撮影地をいくつか回り、沢山の車輌を写真に収めることができた。 

４時過ぎに高松へ集合。マリンライナーで本州へ。さらば四国。 

岡山からは新大阪行きのさくら号に乗車。九州車だったため、行きののぞみ号より少し

豪華で、得をした気分だった。 

 

家に忘れた弁当の行方は、誰も知らない… 



疲労と感謝 

二年六か年Ｂ組 山口 文太 

 

 高校に入学してからは初めての、そして最後となった今回の合宿は精

神的にも肉体的にも疲れるものとなった。例年の合宿では、一班につき

４～５人で行動をしていたが、今回は高校二年生の人数の関係で３班で

の行動となった。本来なら乗り鉄である私は四国の鉄道でゆったりと旅

をしたかったが１２人もの後輩がいるとそういうわけにもいかない。も

う一人の高校二年生である部長の藤井君と相談をした結果、私たちの班

はＪＲを主に撮影することになった。 

 都会とは異なり、撮影地は駅から遠く、近くにコンビニもない炎天下

の中、体調を崩すものがいなかったのが幸いだった。そして何よりこの

合宿で喜ばしかったのは、後輩たちが鉄道の写真を撮るたびに嬉しそう

に確認している姿が見られたことだ。私はこれまでに３回、合宿に参加

させていただいたが、先輩方がいかにしんどい中、私たちの面倒を見て

くださっていたのかが少し理解が出来た気がする。 

 最後に、酷暑の中、私たちをまとめて下さった先生方や藤井部長に感

謝を申し上げます。 

 

場所 

ＪＲ高徳線 

木太町駅徒歩

８分 

 

列車 

うずしお８号 



鉄研最後の夏  

藤井 侑也  

…とうとう、最後の時がやってきた。最後の夏合宿が。初めて参加した日が、つい先

週のことのように思える。気付けば部活の最高学年。後輩達の面倒を見なくてはならな

い。この行事もその一つ。責任を感じると共に、この一泊二日を満喫することも忘れま

いと決心し、集合の為に新大阪駅へと歩を進めた。  

天候は両日ともに快晴。青く澄んだ空から、夏の日差しが絶えることなく降り注ぐ。

猛暑、いや酷暑。光線状態に不安が無かった代わりに、メンバーの健康状態が懸念され

た。幸い、二日間で体調不良を訴えた者は居なかった。  

今回の合宿は、殆どの時間が自由行動であった。私の率いる班は、列車本数を考慮

し、琴平電鉄を優先的に撮影することにした。予定通り、琴平電鉄の三路線全てを撮影

することに成功した。しかし、一つだけ予定に無かったことがあった。それは琴平線を

撮影していた時、偶然レトロ車両が構内入換を始めたのである。沿線には夏の日差しを

目一杯浴びた立派な向日葵。我ながら良い画が出来上がった。  

…と、今回もつまらない文章を綴っているうちに、段々とスペースが少なくなってき

た。最後に、これまでに参加した全ての合宿において、私のことを支えてくれた全ての

人に、この場を借りて心から感謝の意を表したい。ありがとうございました。  

2019.8.2  

焦点距離：17ｍｍ 

iso 感度：160  

絞り：F8.0  

露光時間：1/500   



 

～あとがき～ 

合宿の旅先が四国と決まった時、実際に声を上げて喜ぶ者はあまり居な

かった。理由は各々あったであろうが、「本州に比べて鉄道の規模が小さく、

あまり期待できない」という理由を述べる者が多かったように思う。 

また、今年の合宿の、二泊三日ではなく一泊二日、班分けも普段の半分

以下、殆ど自由行動とはいえ限られた時間内での行動範囲、という厳しい

状況下において、いかにして合宿を楽しむか。これが部員達の最大の難関

であった。 

それらを見事に克服し、思い思いの「第一こだま」を創り上げていく後

輩たちの姿には感銘を受けた。内容も殆ど被ることなく、想定していたよ

りも遥かに充実したものが出来上がったと思う。 

実際に四国へ行った帰りに、各学年の部員に合宿全体の満足度を尋ねた

ところ、殆どの部員から「高い満足感を得た」との回答を得ており、「満足

いかなかった」と述べた者は誰一人として居なかった。 

来年、私はこの機関誌から姿を消す。 

しかし、私の後輩達はきっと、これから先もずっと、今年の「第一こだ

ま」を大きく上回る「第一こだま」を創り上げてくれることだろう。そう

私は期待している。 

                   鉄道研究部 部長  藤井侑也 

 


